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　2016年 4月1日に新人6名を迎え入れ、総勢 40名の

なかまが働く場として新たなスタートを切った矢先、

熊本地震は起こりました。労働センターでは、障害当

事者の約半数が、地域で自立生活をしています。地震

直後、避難所に行くことができなかった障害当事者の

メンバー約10名が、おれんじ村の事務所で避難生活

大きく変った。
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を開始しました。停電・断水とライフラインは途

絶え、その日の食べ物、飲み物をみんなでかき集

め、生活用水は外にポリバケツを並べて雨水を溜

める生活が始まりました。私たちの生活は、一日

で大きく変ったのです。
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おれんじ村の人と食事中 ピース‼

おれんじ村一同復興に向けてがんばるぞ‼
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私たちの合言葉
　～おれんじ村からみなさまへのお約束～

熊本支援学校の上田彩音です。

　おれんじ村の仕事で何が一番好きですか ?

カフェのしごとが一番好きです。先生が来てくれて、コー

ヒーを頼んでくれました。うれしかったです。

シフォンケーキ作るのが楽しかったので、お菓子づくり

も好きです。

  おれんじ村の仕事で一番難しかったのはなんですか ?

カフェのお皿洗いが一番難しかったです。洗い物がいっ

ぱいありすぎて、難しかったです。

  おれんじ村の実習で、一番楽しかったこと、一番印象

に残ったことは何ですか ?

お菓子作りが一番たのしかったです。小学校のときの先

輩に合ったことが印象残っています。久しぶりに会えて

とてもうれしかったです。

　　将来の夢はなんですか ?

カフェで働く事が夢です。声優が将来の夢です。

これからチャレンジしたいことはありますか ?

　　カフェの接客を頑張っておれんじ村を日本一のカフェ

にしてみたいと思います

笑
顔
が
素
敵
で
す

　地震の直後より、全国のみなさまから支援物資やご

寄付、ボランティアに来ていただき 5 月の中旬から本

業のお菓子作りを開始する事が出来ました。お菓子を

作っても売る場所があるのか不安な中、全国各地より

お菓子のご注文をいただき、ゆっくりではありますが、

以前のおれんじ村の姿を取り戻し始めました。そんな

矢先に、記録的な豪雨に見舞われ、自然の偉大さの前に、

負けてくじけそうになりました。しかし、その後も全

国のみなさまからの応援を背に、おれんじ村の村民一

同、力を合わせてがまだしていきます。

　地震後の私たちおれんじ村の合言葉は

『雨にも負けず、風にも負けず、熊本のでっかい地震に

も負けない、おれんじ村に私たちはなりたい。』でした

が、これからは、『大雨にも負けず、台風にも負けず、

熊本のでっかい地震にも負けない、おれんじ村に私たち

はなりたい。』の合言葉を胸に、前に進んでいくことをお

約束します。

大好き !! おれんじ村 !!
～おれんじ村に実習生が来ました～


